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-<xx> ≦ -<a:C>^ (24-a)

















-16<33> < ATv2+8S2-Tv A(ATv2+16S2) (26)
(26)式を判定するには<XX>の下限が必要であるが､ A<1ではこの評価は難しい｡ただしA-1
ではAndersonの評価 <33>≧-S(S+1/2J,)/3が使えるので､(26)式は
号 S(S･忘 )< rv2･8S2-,V (27)
となり､y-2ではS≧3/2で､y-3ではS≧1で満たされる｡ (27)式の右辺はAに関して連続なの
で､相関関数<cc>がA=1で連続ならば､ A<1のあるAcまで･Y成分LROが存在すると結論でき
る｡ただし<Ca:>のA-1での連続性については､それを疑問視するような数値計算の結果13)も報
告されているので､結論は出せか -｡同様の議論はIsing-1ike領域におけるx成分LROについても可
能である｡
4.まとめ
量子反強磁性XXZ模型についてLROの存在が証明された領域をまとめる｡ y≧3では､任意のS
とAについて有限湿度での存在が証明された｡四次元以上はここでは試論していないが､これに
っいては容易に示すことができる｡2) y=2では基底状態のLROの存在が､S≧1の任意のAで証
明された｡ S-1/2では､0≦A<0.2とA>1.67で証明された｡ A-1の近傍は､未だ証明がなさ
れていない｡
本報告では､hypercube上のXXZ模型に限って議論したが､ ｢InfraredBoundsの方法｣を利用し
てⅩYZ模型や蜂の巣格子上のⅩⅩZ模型のLROも可能である｡10,14)
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